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1. 研究背景 

高速道路などのコンクリート床版では雨水などの

複合的要因によって床板上面が砂利化する事例が多

く報告されている．この劣化部を除去し，図-1(a)の

ように有機系接着剤を用いて断面修復が行われてい

る．しかし，除去することにより床版の接着界面にお

いて新たに脆弱部が生じ，再劣化する場合がある 1)．

そこで，本研究では新たな接着剤の開発のため，有機

系よりも耐久性の高い無機系材料であるジオポリマ

ーに着目した． 

1988 年に提唱されたジオポリマー(以下，GP と呼

ぶ)とは活性フィラーとアルカリシリカ溶液の反応

によって形成される非晶質の縮重合体の総称である．

産業廃棄物の有効利用が可能なためセメントの代替

材料として期待されており，現在はジオポリマーコ

ンクリートとして開発や実用化が進められている 2）． 

2. 研究目的 

GP は配合によって適切な粘性に調整可能なため

脆弱部の修復が期待でき，有機系接着剤とは異なり

透気性がある．さらに，補修時の工程を 3 工程から 2

工程(図-1(b))に短縮できる可能性が考えられる．し

かし，GP は接着剤の材料として使用された実績はな

く，接着特性に関する知見はない．そこで本研究では

GP 接着剤への適用性を検討するため，接着特性の基

礎資料を得ることを目的に試験を行った． 

3. 試験概要 

事前に検討した GP 接着剤の配合から比較的接着

強度のある 2 つの配合(表-1)を対象に引張接着試験

(図-2)，一面せん断試験(図-3)を行った．配合①では

アルカリシリカ溶液としてよく用いられる材料を使

用し，配合②では別の材料を使用した．配合①，②の

塗布量はそれぞれ膜厚が1mm以上となる1.59kg/m²，

3.32kg/m²を標準量とした． 

 

(1) 引張接着試験 

300×300×100mm のコンクリート平板に GP 接着

剤を塗布し，ポリマーセメントモルタル(PCM)を打設

したものを供試体とした．断面修復材を打設するタ

イミング，GP 接着剤の適切な塗布量，長期的な接着 

強度を検討するため，PCM の打設待機時間，GP 接着

剤の塗布量，材齢をパラメータとして，1 供試体につ

き 5 か所で試験を行った．打設待機時間 30 分，標準

塗布量，材齢 14 日を基準として検討した．なお，打

設待機時間をGP接着剤の練り混ぜから PCMを打設

するまでの時間と定義した．以降，接着強度は最大値

と最小値を除いた 3 つの平均値とする． 

(2) 一面せん断試験 

100×100×100mm のコンクリートブロックに GP
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(a)有機系接着剤で補修 (b)GP接着剤で補修 

図-1 各接着剤で補修した床版断面図 
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図-2 引張接着試験 

 

図-3 せん断試験概要 
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表-1 GP接着剤の各配合の重量比 
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接着剤を塗布し，PCM を打設する．養生後，PCM 打

設面にエポキシ系接着剤を用いて同形状のコンクリ

ートを取り付けたものを供試体とし，打設待機時間

30 分，標準塗布量として材齢 7，14 日の供試体でそ

れぞれ 3 体ずつ試験を行った． 

4. 試験結果 

(1) 引張接着試験 

打設待機時間と接着強度の関係を図-4に示す．配

合①は 30 分が最も接着強度が大きくなり，15 分，60

分，90 分は 30 分と比べ低下した．配合②でも同様の

結果となったが，90 分は試験前に破壊した．よって

配合によらず，打設待機時間を長くすると最大接着

強度まで増加するが，それ以降は低下すると考えら

れる．また，練り混ぜてから 30 分後の GP 接着剤の

乾燥状態は配合①では端部が少し乾燥しており中央

部は乾燥していなかったが，配合②では全面的に少

し乾燥していた． 

図-5に塗布量と接着強度の関係を示す．配合①は

標準量が最も接着強度が大きかった．また，半分量の

接着強度は標準量と比べ低下したが，2 倍量はほとん

ど変わらなかった．配合②も同様に標準量が最も接

着強度が大きく，半分量の接着強度は低下するが，2

倍量は接着強度の増加がみられなかった．以上より

配合によらず塗布量を少なくすると接着強度は低下

するが，多くしても接着強度は増加しないことがわ

かった．よって GP 接着剤の膜厚は 1mm 以上あれば

良いと考えられる． 

図-6に材齢と接着強度の関係を示す．配合①では

材齢 3 日で接着強度が最大となり，それ以降は低下

していった．配合②では材齢 7 日で接着強度が最大

になり，それ以降の接着強度は一定になった．これよ

り配合によって強度発現の傾向が異なることがわか

った．また，配合①の材齢 1 日の破壊形式は GP 接着

剤の凝集破壊，材齢 3~28 日は GP 接着剤と PCM の

界面破壊，材齢 63 日は GP 接着剤とコンクリート平

板の界面破壊であった．よって，配合①は材齢経過と

ともにGP接着剤と PCMとの接着力は低下していく

と考えられる．以上より配合によって断面修復材と

の適合性は異なると考えられる． 

(2) 一面せん断試験 

引張接着試験で材齢 7 日以降も接着強度が一定と

なった GP 接着剤の配合②のみで検討した．図-7 に

せん断試験結果を示す．材齢 14 日の平均せん断強度

は材齢 7 日より 1 割程度増加し，せん断強度に対し

ても配合②は材齢による影響が小さいと考えられる． 

5. まとめ 

GP 接着剤は，配合によらず打設待機時間を長くす

ると接着強度は低下し，膜厚が 1mm 以上となる塗布

量が必要であることは変わらないが，配合によって

適切な打設タイミング，強度発現の傾向，断面修復材

との適合性には違いがみられた． 

これらの結果を踏まえ，GP 接着剤の配合などを変

更し，接着性の向上を目指し検討を行う． 
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図-4 打設待機時間と接着強度 
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図-5 塗布量と接着強度 
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図-7 せん断試験結果 

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

材齢7日 材齢14日

平均

せ
ん
断
強
度
(N
/m
m
²)

 

 

 

 

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70

配合①

配合②

接
着
強
度
(N
/m
m
²)

材齢(日)

図-6 材齢と接着強度の関係 

2020年度土木学会関西支部年次学術講演会

Ⅴ- 15


